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編集・発行　一般財団法人千里文化財団

「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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　このたびの台風 19 号の被害により、当該地域の方におかれましては、一方ならぬご心労のことと心よりお見舞
い申しあげます。一日も早い復旧と平常の生活に戻られますことを切にお祈り申しあげます。
なお、刊行物のご送付先の変更等ございましたら、どうぞご遠慮なくお申し出ください。

台風による被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申しあげます。

ローマ近郊の町のパ
ン屋。午前中はパン
を買いに来る客で
ごった返すが、午
後になるとパンは
ほとんど売れてしま
いピザが中心となる
（提供・宇田川妙子）

講師：宇田川 妙子（民博教授）
日時： 12月11日（水）14：00～15：30（開場13：30）
会場：阪急うめだ本店９階 阪急うめだホール
参加費：会員無料※、一般1,000円（定員300名／申込先着順）
※維持会員、正会員（体験会員）、家族会員、ミュージアム会員は会員証、キャンパスメ
ンバーズは学生証または職員証のご提示で、ご本人様に限り無料。

［お申し込み方法］
友の会の受付フォームよりお申し込みください（ご本人を含む2名まで）。
https://www.senri-f.or.jp/eventgakko3/

特
別
展

子
ど
も
／
お
も
ち
ゃ
の
博
覧
会

会
期：〜
11
月
24
日（
日
）

会
場：埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館（
埼
玉
県
）

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、オ
ア
シ
ス
に
生
き
る

女
性
た
ち
の
5
0
年

―
「
み
ら
れ
る
私
」よ
り「
み
る
私
」

会
期：〜
12
月
22
日（
日
）

会
場：横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館（
神
奈
川
県
）

国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

世
界
の
か
わ
い
い
衣
装

会
期：11
月
13
日（
水
）〜
25
日（
月
）

会
場：阪
急
う
め
だ
本
店
9
階　
阪
急
う
め
だ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
入
館
料
が
6
0
0
円
の
と
こ
ろ
、友
の
会
会
員
証
の
ご
提
示
で
1
0
0
円
割
引
に
な
り

ま
す
。

※
開
館
時
間
、
休
館
日
、
観
覧
料
等
詳
細
は
、
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
ぱ
く
で
は
現
在
、
特
別
展
「
驚
異
と
怪
異
―
想
像
界
の
生
き
も
の
た
ち
」

（
11
月
26
日
ま
で
）、企
画
展「
ア
ル
テ・
ポ
プ
ラ
ル
―
メ
キ
シ
コ
の
造
形
表
現
の
い
ま
」

（
12
月
24
日
ま
で
）を
開
催
中
。ま
た
、共
催
展
や
巡
回
展
を
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
ぱ
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
「
か
わ
い
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
選
ん
だ
、

1
9
2
0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
衣
装
約
1
2
0
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
世
界

各
地
で
育
ま
れ
て
き
た
手
仕
事
に
よ
る
豊
か
な
色
彩
、
地
域
独
特
の
文
様
、
形
や

着
方
の
多
様
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

イタリア人と食―生活を楽しむために

http://w
w
w
.saitam

a-rekim
in.spec.ed.jp

http://w
w
w
.eurasia.city.yokoham

a.jp

http://w
w
w
.hankyu-dept.co.jp/honten/h/event/

博
物
館
で
も
！
博
物
館
の
外
で
も
！

み
ん
ぱ
く
の
展
示
を
楽
し
む
！

共
催
展

友
の
会
会
員
割
引
あ
り
！

巡
回
展

国
立
民
族
学
博
物
館
共
催
展
・
巡
回
展
の
ご
紹
介

募集中！  阪急生活楽校の講演会にみんぱくの研究者が登場します！

上衣（パナマ）
国立民族学博物館蔵

［関連イベント］※詳細は決まり次第、民博ホームページに掲載されます。
◆オープニングイベント（予定）
　講師：上羽陽子（民博准教授、本展プロジェクト代表）
　　　 島本美由紀（料理研究家）
　日程：11月13日（水）

◆ギャラリートーク（予定）
　講師：上羽陽子ほかプロジェクト・メンバー
　日程：11月16日（土）、19日（火）、20日（水）、
　　　 22日（金）、24日（日）
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新
任
教
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

奈な

良ら

雅ま
さ

史し  

先
生
（
超
域
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
研
究
部
准
教
授
）

　

学
生
の
こ
ろ
、
一
年
間
休
学
を
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
横
断
を

試
み
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
ま
で
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
が
イ
ン

ド
ま
で
し
か
行
け
な
か
っ
た
（
笑
）。
途
中
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
滞
在

し
て
し
ま
っ
た
場
所
の
ひ
と
つ
が
中
国
で
す
。
中
国
で
は
ど
こ

に
行
っ
て
も
ム
ス
リ
ム
が
い
る
、
モ
ス
ク
や
ハ
ラ
ー
ル
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
る
こ
と
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
学
生
の
こ
ろ
に
九
・

一
一
が
起
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
は
ム
ス
リ
ム
と
い
う
よ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在

に
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
回
族
は
中
国
の
ム
ス
リ
ム
人
口
の

約
半
数
を
占
め
ま
す
が
、
国
内
で
は
も
ち
ろ
ん
少
数
派
。
他
の

民
族
集
団
の
多
く
は
自
ら
の
文
字
や
言
語
を
も
ち
ま
す
が
、
回

族
は
漢
語
を
母
語
と
し
ま
す
。
厳
し
い
弾
圧
の
歴
史
を
経
験
し

て
き
た
の
に
、
回
族
は
ど
う
や
っ
て
漢
人
と
隣
り
合
っ
て
暮
ら

し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
共
同
体
を
維
持
し

再
生
産
し
て
い
る
の
か
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

し
て
生
き
抜
く
術
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
回
族
に
関
心

を
も
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
雲
南
省
な
ど
、
限
ら
れ
た
地
域
で
調
査
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
対
象
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人

も
モ
ノ
も
動
く
現
代
。
国
や
民
族
を
超
え
た
関
係
性
の
な
か
で

何
が
生
ま
れ
、
回
族
の
信
仰
や
共
同
体
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

生
じ
る
の
か
注
目
し
た
い
で
す
。

　

い
ま
関
心
が
あ
る
こ
と
は
、
移
動
に
伴
い
ど
の
よ
う
に
モ
ノ

に
聖
性
が
生
じ
る
の
か
。
回
族
に
も
メ
ッ
カ
巡
礼
に
行
く
人
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
も
ち
帰
る
土
産
の
タ
ス
ビ
（
数

珠
状
の
祈
り
の
用
具
）
の
聖
性
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
を
渡
る
な

か
で
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
、
面
白
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
民

族
や
宗
教
の
振
興
を
は
か
る
な
か
で
、
結
果
的
に
雑
多
に
な
る
、

多
様
性
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
改
革
・
開
放
以
降
、
敬
虔
に
な
る
回
族

が
い
る
一
方
で
、
多
く
の
回
族
が
「
漢
化
」
し
て
き
た
と
さ
れ

ま
す
。
そ
の
結
果
、
従
来
、
不
可
分
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
回
族

と
ム
ス
リ
ム
を
区
別
す
る
傾
向
が
回
族
社
会
に
は
み
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
他
の
民
族
を
支
援
の
対
象
と
す
る
公
益
活
動
が
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
男
女
の
出
会
い
を
兼
ね
た
宗

教
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
り
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

民
族
や
価
値
観
の
違
い
で
緊
張
関
係
が
先
鋭
化
し
て
し
ま
う

と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
す

が
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
な

の
だ
ろ
う
か
、
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
排
他
性

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生

じ
え
ま
す
が
、回
族
の「
雑

多
に
な
る
」
プ
ロ
セ
ス
に

注
目
す
れ
ば
、
他
者
を
受

け
入
れ
、
世
界
を
肯
定
的

に
捉
え
る
ヒ
ン
ト
が
見
出

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

○
2
0
2
0
年
1
月
の
友
の
会
講
演
会
に
奈
良
先
生
が
登
壇
し
ま
す
。

詳
し
く
は
3
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
国
の
少
数
民
族
回
族
を
例
に
、中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会

の
変
化
と
動
向
に
つ
い
て
調
査
を
続
け
て
い
る
奈
良
雅
史

先
生
が
、本
年
四
月
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
活
動
や
関

心
に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

東
京
講
演
会
実
施
報
告

■
第
1
2
6
回
■
7
月
13
日（
土
）

会
場：モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店
４
Ｆ
サ
ロ
ン

【
み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
シ
リ
ー
ズ
】

チ
ワ
ン（
壮
）族
の
文
化
の
資
源
化
の
現
状

塚
田
誠
之
（
民
博
名
誉
教
授
）

　
チ
ワ
ン
（
壮
）
族
は
中
国
の
五
五
の

少
数
民
族
の
う
ち
最
大
の
人
口
（
約

一
六
九
二
万
人
）
を
有
す
る
民
族
で
、
多

く
が
広
西
壮
族
自
治
区
に
居
住
し
て
い

ま
す
。
歴
史
上
、
漢
文
化
の
影
響
を
受

容
し
て
き
ま
し
た
が
、
高
床
式
住
居
や

歌
掛
け
、
モ
チ
米
食
品
へ
の
嗜
好
性
な

ど
独
自
性
を
も
保
持
し
て
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、「
文
化
資
源
」
の
概
念

に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
チ
ワ
ン
族

の
文
化
資
源
の
現
状
と
し
て
、「
繡
球
」

文
化
の
創
出
、
棚
田
と
高
床
式
住
居
の

観
光
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
美
し
い
刺
繡
を
ほ
ど
こ
し
た
球
状
の

繡
球
は
、
民
族
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

ま
た
土
産
物
と
し
て
商
品
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
る
く
は
男
女
が
配
偶
者
を
選

択
す
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
歌
掛
け
の
際

に
繡
球
は
小
道
具
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
靖
西
県
旧
州

街
の
繡
球
製
作
者
で
あ
る
黄
肖
琴
と
朱

祖
線
が
中
心
と
な
っ
て
、
規
格
化
さ
れ
た

繡
球
が
創
造
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
経
済

発
展
に
と
も
な
い
、
若
者
層
が
沿
海
部

に
出
稼
ぎ
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

伝
統
的
な
高
床
式
住
居
は
急
速
に
減
少

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
住
居
に

変
化
し
ま
し
た
。

　
龍
勝
各
族
自
治
県
龍
脊
地
方
は
高
低

差
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
壮
大
な
棚
田

で
知
ら
れ
る
観
光
地
で
す
。
そ
こ
で
は

高
床
式
住
居
が
保
存
さ
れ
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
観
光
開
発
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
平
安
村
、
金
坑
大
寨
村
、

古
壮
寨
村
の
観
光
開
発
の
過
程
と
現
状

を
概
観
す
る
と
と
と
も
に
、
結
婚
式
の

夜
の
歌
掛
け
な
ど
民
族
の
伝
統
文
化
も

保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。 「繍球の郷」、旧州の街角にて

回族のイベントでアッラーを讃える歌を歌う奈良
准教授（ワン・シャオシエン撮影）
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■
第
4
9
5
回
■

【
み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
シ
リ
ー
ズ
】

聖
な
る
も
の
俗
な
る
も
の

講
師：立
川
武
蔵（
民
博
名
誉
教
授
）

日
時：12
月
7
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

　「
宗
教
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

儀
礼
や
実
践
が
見
ら
れ
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
日
に
各

地
方
の
祭
り
が
あ
り
ま
す
し
、
彼
岸
に
は
人
び
と
は

祖
先
供
養
の
た
め
寺
や
墓
地
を
訪
れ
ま
す
。
葬
儀
や

法
事
に
は
宗
教
的
要
素
が
強
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

個
々
人
の
精
神
的
救
い
の
た
め
に
は
坐
禅
、
念
仏
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な

現
象
を
聖
な
る
も
の
、
俗
な
る
も
の
、
浄
な
る
も
の
、

不
浄
な
る
も
の
な
ど
の
基
本
概
念
に
よ
っ
て
統
一
的

に
捉
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す

（
40
分
）。

ぼくのみんぱく日記
画・中川洋典

友
の
会
講
演
会
告
知

東
京
講
演
会    

募
集

【
会
場
】
本
館
2
階
第
５
セ
ミ
ナ
ー
室  

※
定
員
96
名
、
当
日
先
着
順  

会
員
：
無
料
（
会
員
証
提
示
）、一般
：
5
0
0
円

■
第
4
9
6
回
■

中
国
に
生
き
る
ム
ス
リ
ム
た
ち

講
師：
奈
良
雅
史（
民
博
准
教
授
）

日
時：2
0
2
0
年
1
月
11
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

　
中
国
に
は
約
二
〇
〇
〇
万
人
の
ム
ス
リ
ム
が
暮
ら

し
て
お
り
、
そ
の
約
半
数
を
回
族
と
よ
ば
れ
る
人
び

と
が
占
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
お
も
に
唐
代
か
ら
元

代
に
か
け
て
中
国
に
や
っ
て
き
た
外
来
ム
ス
リ
ム
と

イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
漢
人
と
の
通
婚
を
通
し
て

形
成
さ
れ
た
民
族
集
団
と
さ
れ
て
お
り
、
中
国
全

土
で
漢
人
と
隣
り
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

本
講
演
で
は
、
回
族
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
紹
介

し
た
う
え
で
、
宗
教
教
育
を
事
例
に
彼
ら
が
中
国
共

産
党
政
権
下
で
い
か
に
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
を
続
け
て

い
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す

（
40
分
）。

　
二
〇
一
九
年
は
国
際
先
住
民
族
言
語
年
で
し
た
が
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界
で
は
数
千
も
の
言

語
が
話
さ
れ
て
お
り
、
何
億
人
も
話
す
も
の
も
、
数
人
し
か
話
さ

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
近
年
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
言
語
に

つ
い
て
の
意
識
が
、少
な
く
と
も
一
定
数
の
研
究
者
間
で
は
高
ま
っ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
実
際
に
危
機
言
語
も
調
査
し
て
い
る
講
師
と
と
も

に
、
改
め
て
危
機
言
語
と
い
う
も
の
を
考
え
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す
（
40
分
）。

※
要
事
前
申
込
／
会
員
：
無
料
、
一
般
：
5
0
0
円

問い合わせ先：田和、谷北、山本（実行委員）  zatsugakusalon@gmail.com

11/16（土） 雑学☆発表会「二度目のインド―家族で周る西インドの旅」
12/21（土） ぶらぶら民族学「江崎記念館とロングセラー商品」説明会
日程：第3土曜日15：30～16：30
会場：本館2階 第7セミナー室 申込不要

会場にて友の会会
員証、フリーパスを
ご提示ください。

会員による
会員のための学習機会

みんぱく友の会
雑学サロン

イベントスケジュール
■特別展「驚異と怪異――想像界の生きものたち」
　開催中～ 11/26（火）
■企画展「アルテ・ポプラル――メキシコの造形表
　現のいま」　開催中～ 12/24（火）

●友の会講演会
　11/2（土）鈴木英明 12/7（土）立川武蔵
●みんぱくゼミナール（本館セミナー室ほか）
11/16（土）新免光比呂 12/21（土）小野林太郎
●みんぱくウィークエンド・サロン
　11/3（日・祝）鈴木紀 11/10（日）齋藤晃
　12/1（日）新免光比呂 12/8（日）広瀬浩二郎
　12/15（日）宇田川妙子
●みんぱく映画会
　11/9（土）みんぱくワールドシネマ
　「ワンダーストラック」（本館セミナー室）
　12/22（日）みんぱくワールドシネマ
　「あまねき旋

しらべ
律」（特別展示館）

●その他の催し
11/7（木）、11/21（木）、12/5（木）
企画展ギャラリートーク
11/16（土）、11/17（日）
北大阪ミュージアムメッセ
11/16（土）、11/17（日）
無料観覧日※本館展示のみ
11/28（木）ミンパク オッタ カムイノミ

【館外での開催】
［東京］
● 11/15（金）公開講演会「アニメ『聖地』
巡礼――サブカルチャー遺産の現在」

［大阪］
■【展示】国立民族学博物館コレクション
「世界のかわいい衣装」（阪急うめだ本店） 
11/13（水）～ 11/25（月）

● 11/23（土・祝）人文機構シンポジウム
「この世のキワ――自然と超自然のはざま」
（グランフロント大阪北館）
● 12/11（水）阪急生活楽校 講演会
「イタリア人と食――生活を楽しむために」
（阪急うめだ本店）

◆都合によりスケジュールが変更になる場合があります。
◆イベントの参加には必ず会員証をご持参ください。

■
第
1
2
8
回
東
京
講
演
会
■

消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
言
語

講
師：吉
岡
乾（
民
博
准
教
授
）

日
時：2
0
2
0
年
1
月
25
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

会
場：モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店
4
F
サ
ロ
ン（
定
員：60
名
）

https://w
w
w.senri-f.or.jp/128tokyo/

○
ハ
ガ
キ
、F
A
X
、受
付
フ
ォ
ー
ム
に
て
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
実
施
１
週
間
前
を
目
安
に
参
加
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
受
付
フ
ォ
ー
ム

10月の友の会講演会の延期開催について
台風19号の影響で臨時休館となり、第463回友の会講演会は10月22日（火・祝）に開催日を延
期して実施いたしました。急な開催日の変更となり、お詫び申しあげます。
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お問い合わせ、お申し込みはこちら

国立民族学博物館友の会
一般財団法人 千里文化財団

〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10-1（国立民族学博物館3階）
電話 ： 06-6877-8893（平日9：00～17：00）
FAX ：06-6878-3716
e-mail ：minpakutomo@senri-f.or.jp
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/

友の会はいつでも、どなたでもご入会いただけます。

■
第
４
９
２
回
■
９
月
７
日（
土
）

エ
ベ
レ
ス
ト
の
麓
に
生
き
る
人
び
と

―
シ
ェ
ル
パ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
観
光
の
現
在

　
古
川
不
可
知
（
民
博
機
関
研
究
員
）

友
の
会
講
演
会
実
施
報
告

■
第
４
９
１
回
■
８
月
３
日（
土
）

【
み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
シ
リ
ー
ズ
】

若
き
ガ
ン
デ
ィ
ー

　
杉
本
良
男
（
民
博
名
誉
教
授
）

　
イ
ン
ド
が
生
ん
だ
偉
人
マ
ハ
ー
ト
マ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
（
一
八
六
九
―
一
九
四
八
）
は
、

一
九
一
五
年
に
四
五
歳
で
南
ア
フ
リ
カ
か

ら
イ
ン
ド
に
帰
り
、
そ
の
後
の
独
立
運
動

を
指
導
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の
政
治
的
指

導
者
と
し
て
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
活
動
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
思
想
形
成
期
で

あ
る
前
半
生
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
一
八
八
八
年
に
一
八
歳
で
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
法
学
を
学
び

弁
護
士
資
格
を
得
る
と
と
も
に
、
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
期
の
進
歩
的
な
人
び
と
と
の
交
流

を
つ
う
じ
て
自
ら
の
思
想
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
さ
い
、
厳
格
な
菜

食
主
義
者
で
あ
っ
た
母
と
の
約
束
で
、
菜

食
を
貫
く
う
ち
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の

菜
食
主
義
者
サ
ー
ク
ル
の
人
び
と
と
の
交

流
が
う
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
神
智
主

義
や
秘
教
的
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
秘
教
思

想
に
も
傾
倒
し
て
い
き
ま
し
た
。
弁
護
士

資
格
を
得
た
の
ち
、
一
八
九
一
年
に
い
っ

た
ん
イ
ン
ド
に
戻
り
ま
し
た
が
、
思
っ
た

よ
う
な
弁
護
士
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
が

で
き
ず
、
一
八
九
三
年
に
南
ア
フ
リ
カ
に

新
天
地
を
求
め
ま
し
た
。

　
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
神
智
主
義

者
や
秘
教
的
キ
リ
ス
ト
教
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
、

ひ
ろ
く
秘
教
思
想
と
深
く
関
わ
り
、
西
欧

的
な
思
想
と
、
イ
ン
ド
伝
統
の
思
想
と
を

高
次
に
融
合
し
た
独
自
の
思
想
を
つ
く
り

あ
げ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
実
践
を
つ
う
じ
て

鍛
え
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

徹
底
し
た
非
暴
力
に
よ
り
普
遍
的
な
真
理

を
希
求
す
る
サ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
ハ
、
ア
ヒ

ン
サ
ー
な
ど
の
思
想
へ
と
昇
化
さ
せ
、
そ

の
後
の
イ
ン
ド
独
立
運
動
に
応
用
し
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
植

民
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
限
界
と
、
そ
れ

を
超
え
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
思
想
の
意
義
を
再

考
し
ま
し
た
。

南インド、チェンナイの、映画スター像（左）と並ぶガンディー像（奥）

　
今
回
の
講
演
で
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山

の
ガ
イ
ド
と
し
て
有
名
な
シ
ェ
ル
パ
族

の
人
び
と
に
つ
い
て
、
そ
の
日
常
生
活
に

焦
点
を
当
て
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
ま
ず

エ
ベ
レ
ス
ト
の
南
麓
に
あ
た
る
ネ
パ
ー

ル
東
部
の
ソ
ル
ク
ン
ブ
郡
ク
ン
ブ
地
方

が
、
世
界
的
に
有
名
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
観
光
の

名
所
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
そ
こ
に
暮
ら
す
シ
ェ
ル
パ
族
の
人
び

と
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
る
勇
敢
な
山
岳

ガ
イ
ド
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
過
程
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検
の
歴

史
を
確
認
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
講
演
で
は
、
と
り

わ
け
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
登
山
と
い
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
光
が
村
落
で
の
生
活

に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
わ
た
し
が
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
た

ポ
ル
ツ
ェ
村
で
は
、
お
よ
そ
四
〇
〇
人
の

村
人
の
う
ち
五
〇
人
以
上
が
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
経
験
を
も
ち
、
現
在
は
ほ
ぼ
す
べ

て
の
世
帯
が
観
光
か
ら
な
ん
ら
か
の
形

で
収
入
を
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主

食
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ソ
バ
か
ら
バ
ザ
ー

ル
で
購
入
す
る
コ
メ
へ
と
変
わ
り
、
家
畜

の
ヤ
ク
は
搾
乳
用
の
雌
よ
り
も
荷
役
用

の
雄
が
増
加
す
る
な
ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル

も
変
化
し
ま
し
た
。
村
に
は
観
光
客
に
加

え
て
西
洋
人
の
篤
志
家
や
N
G
O
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
、
電
気
や
診
療
所
な
ど

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
だ
ほ
か
、
近
年

は
村
内
に
登
山
技
術
を
教
え
る
学
校
も

開
校
し
ま
し
た
。

　
村
の
人
び
と
は
こ
う
し
た
生
活
の
変

化
を
お
お
む
ね
肯
定
的
に
と
ら
え
て
お

り
、
例
え
ば
あ
る
若
者
が
「
僕
た
ち
は
普

段
は
ヤ
ク
を
追
い
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
観
光

客
を
追
う
ん
だ
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
観

光
の
仕
事
は
従
来
の
生
業
の
延
長
線
上

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。

登山学校で氷壁登
とう
攀
はん
の訓練を受ける人びと

年会費自動引落のご案内

事前登録をいただきますと、次年度継続時より指定の口座
（ゆうちょ銀行以外の金融機関でもご利用可）から自動的に
年会費の払い込みができる便利なシステムです。ご希望の
方は左記友の会事務局までご連絡ください。


